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図 ドイツ語と日本語による自己紹介ページ

図 自己紹介ビデオ
画面下には日本側から返信ビデオが並んでいる

 「複言語学習のすすめ」での活用

「複言語学習のすすめ」は、藍野大学医療保健学 

部5で 2018 年度前期より始めた外国語科目である。 

今年度は受講生 90 人を 3 グループに分け、ドイ

ツ 語、インドネシア語、韓国語の 3 言語を 5 回ずつ

ローテーションして学習し、それぞれの言語で自己

紹介 や簡単な会話ができるようになることをめざ

した。ここでは毎回学習した表現をビデオに

撮影して Flipgrid に記録した。また、各言語 5 回

目にはグループでの対話ビデオと、個別にどれだけ

の表現を覚えたかを記録に残した（図 11）。 

この授業では、学生所有のスマートフォンを使っ 

て、Flipgrid、ロイロノートスクール6、Quizlet 7
、 

http://univ.aino.ac.jp 
https://n.loilo.tv/ja/

Showbie8などさまざまなオンラインツールを利用し

た。ときどき通信容量の制限やバッテリー残量の不 

足で自分のスマートフォンが使えないという学生も

いたが、用意していた貸出機を貸与することで対応

することができた。執筆段階では成績やアンケート

の集計などは終わっていないが、9 割以上の学生が

毎回ビデオを提出していた。また自己所有のスマー

トフォンを利用することに対する反対意見や苦情な

どもなかった。 

図 「複言語学習のすすめ」の

 学生のアンケートから

ビデオ撮影というこれまでに経験したことのない 

アクティビティに対して学生たちはどのような感想 

をもっているだろうか。大阪大学のドイツ語クラス

で実施したアンケート調査（履修者 90 人有効回答 

 https://quizlet.com/
http://showbie.com/

－ 28－



82 件）では、ビデオ撮影を用いた「話す」技能のトレ

ーニングがドイツ語学習を頑張ろうと思うきっか

けとなったと考える学生が 72% にのぼった。（図

12）またビデオ撮影が役立ったポイントは、ドイツ

語を覚えられること（35 人 42.7%）、会話・発音の

トレーニング（34 人、41.5%）、文法理解・語彙習

得（21 人、25.6％）であった。さらにビデオ撮影の

どこが楽しいかたずねたところ、グループでの活

動・友達との協力をあげた学生が 31 人（37.8%）

で最も多く、考える・行動する・声に出すという点

が 18 人（22%）、達成感をあげた学生が 16 人（19.5%）

であった。 
 

ビデオ撮影 
Quizlet や Kahoot などのゲーム 
グループのメンバー 

教師のキャラ 
シナリオ作成 
グループ活動中心の授業 
音声認識を使った発音練習 
他のグループのビデオ 
Quizlet での自習 
今日のひとこと 
 

図 ドイツ語学習を頑張ろうと思ったきっかけ

 
ドイツの大学生との交流については、「楽しかっ

たか」「ドイツ語学習の役に立ったか」「交流を継

続したいか」に関して 9 点満点で調査したところ、

4 分の 3 近くの学生が「楽しかった（7 点以上）」

と答え、3 分の 2 の学生が「交流を継続したい」と

回答した。一方「役に立った」という回答は半数を

少し超える程度にとどまっていた。自己紹介以外に

十分な交流ができなかったことが大きな原因である

と思われる。（図 13 ） 
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図 13 ドイツの大学生との交流について 

自由記述による感想の中には 

• 他の授業を考えると集中しなければならない

授業でした。でもその分ほかの授業に比べて明

らかに記憶に残る授業でした。初めて習う言語

で動画撮影を行うというハードルが高く感じ

られる内容でしたが、笑いながらできてとても

楽しかったです。 

• 自分のビデオを見て、意外な所を間違っていた

り、自分では言えているつもりだったところが

間違っていたり、口があんまり開いてなかった

りと色々発見がありました。今度は、鏡の前で

練習します。 

といった記述も見られた。 

このようにビデオ撮影という目標が学習の動機付

けになり、記憶の定着、文法や語彙習得、さらには

自分自身の学習の振り返りにも役立っていることが

わかる。 
 

 おわりに

ビデオは必ずしも授業中に撮影する必要はない。 

学生のスマートフォンを利用した授業では、授業後 

に撮影しているケースも数多く見られる。授業直後 

の撮影は「学習内容の記録」となり、授業直後でな

く次の授業の直前の撮影であっても「前回の復習」 

として機能する。授業中のスマートフォン利用をどこ

までコントロールするかは別途議論の必要がある

かと思われるが、学習成果をビデオに記録すると

いう観点で言えば、学生のスマートフォンの活用は

有効であろう。 

楽しかった 

役に立った

継続したい

図 ドイツ語と日本語による自己紹介ページ

図 自己紹介ビデオ
画面下には日本側から返信ビデオが並んでいる

 「複言語学習のすすめ」での活用

「複言語学習のすすめ」は、藍野大学医療保健学 

部5で 2018 年度前期より始めた外国語科目である。 

今年度は受講生 90 人を 3 グループに分け、ドイ

ツ 語、インドネシア語、韓国語の 3 言語を 5 回ずつ

ローテーションして学習し、それぞれの言語で自己

紹介 や簡単な会話ができるようになることをめざ

した。ここでは毎回学習した表現をビデオに

撮影して Flipgrid に記録した。また、各言語 5 回

目にはグループでの対話ビデオと、個別にどれだけ

の表現を覚えたかを記録に残した（図 11）。 

この授業では、学生所有のスマートフォンを使っ 

て、Flipgrid、ロイロノートスクール6、Quizlet 7
、 

http://univ.aino.ac.jp 
https://n.loilo.tv/ja/

Showbie8などさまざまなオンラインツールを利用し

た。ときどき通信容量の制限やバッテリー残量の不 

足で自分のスマートフォンが使えないという学生も

いたが、用意していた貸出機を貸与することで対応

することができた。執筆段階では成績やアンケート

の集計などは終わっていないが、9 割以上の学生が

毎回ビデオを提出していた。また自己所有のスマー

トフォンを利用することに対する反対意見や苦情な

どもなかった。 

図 「複言語学習のすすめ」の

 学生のアンケートから

ビデオ撮影というこれまでに経験したことのない 

アクティビティに対して学生たちはどのような感想 

をもっているだろうか。大阪大学のドイツ語クラス

で実施したアンケート調査（履修者 90 人有効回答 

 https://quizlet.com/
http://showbie.com/
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文学部「情報活用基礎」を担当して

 

白井 詩沙香（大阪大学 サイバーメディアセンター） 

 

 はじめに

文学部の情報処理教育科目「情報活用基礎」は、1 年

前期に開講している2単位の必修科目である。毎年、約

180 名の新入生がサイバーメディアセンター豊中教育研

究棟の 3 つの情報教育教室に分かれて授業を受けてお

り、1 クラスあたり教員が 1 名、TA が 1〜2 名という体

制で並行して授業を行なっている。 

全学共通の情報教育科目である本授業の目的は、『情報

の伝達・収集・整理・分析などの方法の基礎を習得し、

情報を活用できるようになること』であり、コンピュー

タを用いた演習を通して、これらの技術を修得すること

が求められている。 

本稿では、筆者が担当した2018 年度の講義を中心に、

文学部における「情報活用基礎」の講義内容と講義にお

ける情報教育システムの活用について紹介する。 

 講義内容

本授業は90分・全15回の半期科目で、「大阪大学の情

報環境（情報教育システム、OUMail、図書館システム等）」

や「情報倫理」、「インターネット」、「情報セキュリティ」

等を学ぶ全学共通の内容と学部毎に設定した授業内容か

ら構成される。文学部では、全学共通の情報リテラシー

に関する内容に加え、以下の内容を取り扱っている。 

・ 情報発信（ホームページの作成） 

・ 表計算ソフトウェアの利用 

・ ファイルシステムの仕組み 

・ コンピュータの仕組み 

・ プログラミング（PEN） 

文学部の学生の多くは、在学中にソフトウェアを開発

したり、情報システムを構築したりする機会はないが、

情報通信技術や情報サービスに囲まれて生活しており、

様々な場面でそれらを適切に活用することが求められて

いる。そのような背景を踏まえ、本授業では情報科学の

原理・本質・価値・限界・可能性を知った上で、情報技

術を活用する基盤的な素養を身につけることができるよ

うに授業内容を選定している。特に、これまでコンピュ

ータに触れる機会が少なく、情報機器の操作に苦手意識

をもつ受講生が多い傾向にあることから、次の2点を授

業のねらいとして進めている。 

・ 基本的な情報通信技術や情報サービスの使い方は

簡単であることを体験する 

・ 高度な機能を覚えるのではなく、自分でマニュアル

を調べて解決できる能力を修得する 

情報通信技術の発展は早く、ソフトウェアのバージョ

ンアップ等で、表面的な部分はすぐに変化してしまうが、

情報科学の本質的な部分を理解できていれば、新しいシ

ステムやソフトウェアに対して柔軟に対応することがで

きる。本授業では、講義や演習を通じて、こうした情報

科学に関する基盤的な素養を修得することを目指してい

る。 

 

 授業における情報教育システムの活用

講義を行なっている豊中教育研究棟の情報教育教室に

は、受講生用の情報教育端末と端末 2台につき1台の教

材提示用モニターが設置されている。授業では、教材提

示用モニターに教員の端末画面を表示し、受講生はモニ

ターを見ながら、演習を行っている。また、情報教育端

末は VDI（仮想デスクトップ）を導入しており、BYOD

（持ち込みPC）や自宅PCから情報教育端末の仮想デス

クトップを利用することができる。2018年度は、授業で

持ち込み PC を利用する学生はいなかったが、自宅 PC

から情報教育システムの仮想デスクトップに接続し、授

業課題に取り組む受講生は見られた。 

授業資料や課題の提示には、授業支援システム CLE

（Collaboration and learning Environment）を利用している。

CLEからサイバーメディアセンターが提供している3つ
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の情報倫理教材（「情報倫理デジタルビデオ[1]」、

「INFOSS 情報倫理[2]」、「キーワードで学ぶ最新情報ト

ピックス[3]」）が利用可能で、本授業でも授業外学習や

課題として活用している。また、授業終了後にCLE上で

授業アンケートを行い、授業の改善に繋げている。 

さらに、本授業では MS-Office 操作スキル習得のため

に、e ラーニングサービス「ナレロー[4]」を利用してい

る。本サービスもサイバーメディアセンターが提供して

いるもので、VDI環境であれば自由に利用することがで

きる。本サービスは、システムに表示された問題文の指

示に従って、MS-Office 上で操作を行うもので、ゲーム

感覚で学習を進める仕組みになっている。MS-Office の

操作スキルは、初等中等教育段階での利用経験の違いに

より受講者間の習熟度合いの差が大きいことから、一部

は対面授業で扱うが、基本操作の習得については、各自

「ナレロー」等を利用し、学習するように指導している。

対面での授業時間が限られていることから、自学自習が

可能なものについては、こうした e ラーニング教材を使

って授業時間外に学習してもらい、対面授業では TA に

よるサポートや教員による細かな指導が必要な学習内容

に注力できるように工夫している。 

 

 年度の実施状況と学生の反応

2018年度の受講者数は、再履修生も含めて183名で、

例年通り3クラスに分かれて、同時並行で授業を行った。

授業内容は講義前半に学生生活で必要な「大阪大学の情

報環境」に関する内容や「ホームページ作成」といった

受講生が興味を持って取り組める内容を扱い、まずは情

報教育システムの利用に慣れてもらうようにした。講義

後半は、コンピュータやインターネットの仕組みに関す

る講義やプログラミング演習を行い、情報科学の原理や

限界、可能性を体験してもらう内容とした。 

全授業終了後に行った授業アンケートの自由記述によ

る感想の一部を表１に示す。コンピュータは利用してい

るが、その仕組みは理解していなかったので、面白かっ

た、参考になったといった意見が多かった。ファイルシ

ステムに関する演習やプログラミング演習など、一部学

生には、授業内容が難しい部分もあったが、試行錯誤し

ながらも意欲的に演習に取り組む様子が伺えた。 

表１ 自由記述による感想（一部抜粋） 

授業全体を通して

・ 確かに内容は難しかったけれど、パソコンがどうい

うもので、どう動いているのか、またプログラミン

グとはどういうものなのかざっくりではあるけれ

ど、知れてよかったと思う。 

・ 難しかったけれど、すごく楽しい授業でした 

・ 授業は難しかったが面白かった。コンピュータの知

識は今後ますます必要になると思うので、勉強して

いきたい。 

 

 おわりに

本稿では、筆者が担当した2018年度の講義を中心に、

文学部における「情報活用基礎」の講義内容と情報教育

システムを活用した授業の様子について紹介した。 

2019年度からは、新カリキュラムでの情報処理教育科

目が開始する。学生を取り巻く情報環境も刻々と変化す

るなか、本講義を通じて、受講生が高度情報化社会に生

きるために必要な基盤的な素養を修得できるよう、努め

てまいりたい。 

 

 謝辞

本講義は、共同で担当させていただきました松浦敏雄

先生、外川直子先生、前任の間下以大先生、TA のみな
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岡本 拓朗 

（情報科学研究科 情報システム工学専攻） 

 

私は今年、計 3 時限分の情報活用基礎の TA を担当しました。昨今ではスマホの普及によりパソコンを使

う高校生が減っていると聞いています。そのような状況下で大学に入学したとたんに履修登録やレポートの

作成のために情報処理能力を要求されて、学生は大変だっただろうと思います。少しでも負担を減らせるよ

う、質問しやすいように明るく接したり、つまずいていそうな人がいれば声をかけたりするよう努めました。

プログラミングや HTML などの不慣れなことに取り組む中、「何がわからないかわからない」という学生も

少なくなく、困っている原因をすぐに判断し、的確なアドバイスを出すことの難しさを実感しました。 

昨年度も TA を担当したのですが、複数の学生が同じ質問をすることが多かったことが印象に残りました。

理解しにくい項目は共通していると思われるので、その情報を共有し、次年度の授業に生かしていく仕組み

があればと思いました。 
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利用学生の声

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

良かった点 教授が授業のレジュメを CLE にあげてくれると、あとから 試験前など 見直すこ

とができる。Excelや Wordの課題の提出を簡単に行うことができる。課題の提出を行ったあと、

きちんと成績がついているかどうかを確認できる。授業内でショートムービーを作成した際に

は、CLE を使って相互評価をした。主として、デジタル的な処理を行うときには、CLE が非常

に有用であると感じている。

改善すべき点 初めて課題を提出するときには、操作方法がわかりづらく手間取った。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

CLE を活用していてよかったと思う点は、課題の提出のしやすさと、授業で聞き漏らした部分

のリカバリーができるところです。

改善すべきだと思う点は、生徒の多くが CLE を完全には使いこなせていない点だと思います。

私自身、普段 CLE を利用するとき一部の機能しか使っていないし、他のサービスの活用の仕方

も知らないのでもったいないように感じます。もっと CLE についての講義を聞きたいと思って

います。1 回生なので活用する機会が少ないのかもしれませんが、CLE の機能を先に学習してお

けば、より豊かな学生生活を送れるのではないかと思います。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

大阪大学の法科大学院では、授業の事前課題やレジュメの掲載・及び課題の提出のほとんどが、

CLEを通じて行われています。そのため、教授と生徒との書類のやり取りが CLE に一元化され

管理が容易であることが良い点として挙げられます。一方で、教授がファイルを単発でアップロ

ードしている場合、一つ一つクリックしてダウンロードしなければならない仕様になっている

ため、複数ファイルをダウンロードするのに手間がかかり不便です。一括ダウンロードできるよ

うに改善していただきたいです。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

課題の提出を CLE での提出で済ませる授業は、いちいち大学へ提出しに来る手間が省けるので、

家庭学習のきっかけとなってよかった。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

致し方のない事ではあるが、CLE にメールアドレスが登録されていない非常勤の方に、「メール」

欄からメールを送信できなかったため、不便をおぼえたことがあった。先の地震の際、個人アド

レスを知らない教員の方に欠席する旨を送るにあたって、教務を通さなければならず、ちゃんと

連絡ができているだろうかと災害とは別の点で不安になった。

非常勤を含めたすべての教員の方に、アドレス登録を義務付けるなどは非現実的だが、なんらか

の形で改善をしていただけると有難いと思った。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

良かった点としては、課題の提出を教務や授業で行うよりも簡単だったところ。家に忘れてしま
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うこともなく、印刷する手間が省けるので良かった。

改善してほしい点については、全く使ったことのない機能も色々あるので、初年度のうちに CLE

の使い方についての講座があるとより有効に利用できるのではないかと思う。

また、掲示板機能にて、自分への返信が来たら何らかの形でお知らせが届くと、ありがたいなと

思う。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

【良かった点】

・自分で登録などの作業を行わなくても、自分が履修している授業が登録されている。

・どの先生ともコミュニケーションが可能。（先生によっては、連絡用に別のアプリなどのイン

ストール、使用を要求されることがあるが、CLEを使用してくれる先生は、新たにアプリを使う

必要がないから助かる）

【改善すべき点】

・デザインが見にくい（トップページのお知らせなど、読もうと思わない）

・いろいろ機能がありそうだが、自分が使いこなせていない。使う必要もないくらい、先生もそ

れほど多くの機能を使っていないように感じる。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

CLEは、授業を受ける際にとても便利だと感じています。と言うのも、僕自身薬学部に属してお

り、専門の授業で、試験問題として、薬剤師国家試験の過去問題が課されることがあります。こ

の時、教授の先生は、CLE を用いて、薬剤師国家試験の関連問題をアップしていただいている

為、授業内で取り扱い切れなかった問題にも、取り掛かることが出来ています。これは、プリン

トとして配られるより、手軽で利用しやすいと感じています。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

CLE にアクセスできないことが、事前にわかっている場合おいて、あまりにその通知および周

知が徹底されていないのではないかと思った。アクセスできない場合において、それが予定より

遅れているのならその旨も連絡すべきである。CLE は、学生にとって一種のライフラインであ

る。しかしながら、運営側にその自覚が存在しているのか大いに疑問であった。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

授業ごとに、配布プリントなどを管理・保存できるという点では、非常に使いやすく便利である。

ただ、KOANなどとのリンクがほとんどないのが非常に残念だ。例えば、以前とある授業でレポ

ート課題の詳細が CLEを通して連絡されたのだが、KOANの個別連絡には表示されず、メール

などによる通知機能もないため あるのかもしれないが方法はわからない 、見落としてしまっ

たことがある。また、ふだん時間割の確認に KOANを利用しているのだが、KOANの時間割か

ら CLEコンテンツにすぐにアクセスできる方法がないため、わざわざ CLEを開かねばならず非

常に不便だと感じている。そもそも、個人 IDでログインしてアクセスしているはずのこのアン

ケートですら、当選連絡のために個人情報を別途入力しなければならず、ひとつのシステムで統

合的にサービスを利用できればもっと便利なのにと思っている。
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ロシア語入力の試行錯誤

上原 順一 （大阪大学 言語文化研究科）

 はじめに

言語文化研究科言語社会専攻の上原順一と申しま

す。この大学院や外国語学部などでロシア語関連の

授業を担当しています。外国語学部のロシア語 1 年

生向け授業は、週 2 回、サイバーメディアセンター

の CALL 教室でおこなっています。設備、使い勝

手が授業の内容にマッチしており、利便性を実感す

る日常をすごしています。 
 

 ロシア語とパソコン

ロシア語をパソコンで読み書きすること自体、こ

のご時世、いたって自然なことです。ただ、パソコ

ンが普及し始めた頃は、いろいろな困難が伴いまし

た。ロシア語を読み書きできるワープロソフトはあ

ったのですが、文字はそのソフトの内部でのみ使え

るものでした。それを補うように私が利用していた

のが、MS-DOS で動くテキストエディタのマクロを

利用して、いわゆる全角ロシア文字を書くことでし

た。この文字は日本語の OS 上では比較的汎用性が

大きかったと思います。その後、Windows であろう

が Mac であろうが、それぞれでロシア文字フォン

トが利用できるようになり、また、いわゆる Unicode 

が多くの局面で読み書きできるようになってから

は、このあたりの難点はなくなったようです。 

現時点で、解決した方が良い課題は、おそらくロ

シア文字の入力方法です。パソコンのロシア語キー

ボード配列は、ローマ字の配列とは、当然のことな

がら異なります。通常、ロシア文字の ф (f) はロー

マ字のキー a に、г (g) はローマ字のキー u に割り

当てられています。がんばってローマ字、ないしは

英語のキー配列を覚えて、タッチタイピングが完璧

にできるようになっても、ロシア語を勉強し始めた

学生たちは、ロシア語のキー配列という未知な世界

に直面することになるわけです。 

私はこのロシア語のキー配列は、結局暗記しませ

んでした。ロシア語の世界にいながら、この配列で

ロシア語を書きこなせない人は、めずらしいのでは

ないかと想像します。私がロシア語を書くために利

用している方法は、f と書けば ф、g と書けば гと

いうように、ローマ字のようにロシア文字を書くこ

とです。ローマ字配列でロシア語を書く方法はいく

つかあり、それぞれをかなり長い間使っていたので、

覚えずにすんだというのが実際のところです。 

ひとつめの方法は、LaTeX でした。私が使ってい

た頃は、ロシア語を書くのにロシア文字ではなくロ

ーマ字を打ち込んでいました。そのローマ字部分を

ロシア文字として出力する命令を記述しておくので

す。このため、ロシア語配列は暗記せずに簡単に書

くことが可能でした。個人的なことで申し訳ありま

せんが、この LaTeX を始めて習ったのが、言語文

化研究科の授業でした。当時は、パソコン通信で多

くのファイルを取得して、LaTeX の環境を構築する

のに苦労していました。ただ、大学の端末を利用す

ると、なんとそれがインターネットにつながってお

り、無料で、高速にファイルをダウンロードできる

ことがわかったのです。この端末は、当時の情報処

理教育センターにあったと記憶しています。だとす

ると、サイバーメディアセンターと私の出会いは、

この頃に遡れるでしょう。 

その後、Windows でも Mac でも、ローマ字配列

に似たロシア語配列が設定可能であることを知り、

現在に至ります。これは "Russian - Phonetic" などと

呼ばれている配列です。ローマ字配列に慣れていれ

ばロシア文字を容易に入力できます。私は長年 Mac 

でこれを使っており、おそらくこれからも同じでし

ょう。ついに、ロシア語配列を暗記しないままでい

そうです。さらに、配列を編集するエディタも配布

されていて、文字をキーボードの適当な場所に設定

できるほか、アクセント記号の入力も簡単に行える

ようになっています。Mac なら Ukelele というソフ

トが使えます。 
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 でのロシア語の授業

ここからは私が CALL 教室で行っている授業に

ついて述べます。ロシア語を含んだ映像を学生に見

せるには、学生機 2 台の間に設置されているセンタ

モニタが重宝します。遠くのスクリーンよりも近く

のモニタの方が見やすいという学生の声はたびたび

耳にします。私も同感です。出席は教員機で確認で

きます。私が CALL で最も助かっているのが、CLE 

の利用です。ロシア語の試験を行う際、語彙・文法、

聴解、読解の 3 種類（作文と会話以外）は CLE で

回答してもらいます。ロシアの標準では、これらの 3 

種類は選択式で出題されるので、それにあわせて 

CLE では多肢選択で出題します。問題自体は、印刷

物を配布することが多いです。これは、モニタを長

時間見続けると目が疲れるのではないかという配慮

です。作文や普段の課題は、ロシア語を入力するこ

とで回答できなくはないのですが、私の中では最適

な方法を模索中です。スマホを主要な通信機器にし

ている学生にとって、ロシア語配列や、ローマ字配

列、そして上で述べた "Russian - Phonetic" がどれほ

ど使いやすいのかどうか、まだ検討中です。また、

ロシア語を PC で書くことになれていない学生は、

綴りのミスが多いようです。 

学生の発音を教員がヘッドフォンでモニタできる

ことも、CALL の特長です。この方法ですと、より

クリアにきくことが可能ですし、一対一方式で学生

へのフィードバックもマイクを通して行えます。 

学生に PC を利用してもらうときには、ロシア語

以外の話しもしています。たとえば、姿勢を正しく

保つためにイスの高さを調整すること、いくつかの

ショートカットキーは知っておくとかなり便利なこ

と … などです。 

 

 ロシア語入力のこれから

自分自身が試行錯誤してきたロシア語入力はキー

ボードに関係するものでした。しかし、そろそろ音

声入力が本格的に多用される可能性があります。実

際、iPhone のキーボードにロシア語を追加してお

き、キーでロシア語が入力できる状態でマイクボタ

ンを押すと、ロシア語の音声入力ができます。発音

がある程度正しいことが前提になるでしょうが、ネ

ットで調べる程度の単語や短いフレーズなら、問題

ないようです。 

 

 おわりに

もし私の専門とする言語の文字体系がローマ字だ

ったなら、パソコンで文字を書くという基本的な操

作に苦労を味わうこともなかったでしょう。しかし、

この課題を解決しながら、ロシア語やパソコン、ネ

ットに取り組むことで、実に美しい出力をしてくれ

る LaTeX や、今となっては手放せない "Russian - 

Phonetic" などと出会うことになりました。なによ

り、このあたりの知見をくださった先生方に感謝し

ております。自分の専攻ではいわゆる e-learning に

参加することで活動の幅が広がったように感じま

す。良きご縁に恵まれているなと、CALL 教室で授

業をしている際に思います。 

 

 

 

 

ロシア語入力の試行錯誤

上原 順一 （大阪大学 言語文化研究科）

 はじめに

言語文化研究科言語社会専攻の上原順一と申しま

す。この大学院や外国語学部などでロシア語関連の

授業を担当しています。外国語学部のロシア語 1 年

生向け授業は、週 2 回、サイバーメディアセンター

の CALL 教室でおこなっています。設備、使い勝

手が授業の内容にマッチしており、利便性を実感す

る日常をすごしています。 
 

 ロシア語とパソコン

ロシア語をパソコンで読み書きすること自体、こ

のご時世、いたって自然なことです。ただ、パソコ

ンが普及し始めた頃は、いろいろな困難が伴いまし

た。ロシア語を読み書きできるワープロソフトはあ

ったのですが、文字はそのソフトの内部でのみ使え

るものでした。それを補うように私が利用していた

のが、MS-DOS で動くテキストエディタのマクロを

利用して、いわゆる全角ロシア文字を書くことでし

た。この文字は日本語の OS 上では比較的汎用性が

大きかったと思います。その後、Windows であろう

が Mac であろうが、それぞれでロシア文字フォン

トが利用できるようになり、また、いわゆる Unicode 

が多くの局面で読み書きできるようになってから

は、このあたりの難点はなくなったようです。 

現時点で、解決した方が良い課題は、おそらくロ

シア文字の入力方法です。パソコンのロシア語キー

ボード配列は、ローマ字の配列とは、当然のことな

がら異なります。通常、ロシア文字の ф (f) はロー

マ字のキー a に、г (g) はローマ字のキー u に割り

当てられています。がんばってローマ字、ないしは

英語のキー配列を覚えて、タッチタイピングが完璧

にできるようになっても、ロシア語を勉強し始めた

学生たちは、ロシア語のキー配列という未知な世界

に直面することになるわけです。 

私はこのロシア語のキー配列は、結局暗記しませ

んでした。ロシア語の世界にいながら、この配列で

ロシア語を書きこなせない人は、めずらしいのでは

ないかと想像します。私がロシア語を書くために利

用している方法は、f と書けば ф、g と書けば гと

いうように、ローマ字のようにロシア文字を書くこ

とです。ローマ字配列でロシア語を書く方法はいく

つかあり、それぞれをかなり長い間使っていたので、

覚えずにすんだというのが実際のところです。 

ひとつめの方法は、LaTeX でした。私が使ってい

た頃は、ロシア語を書くのにロシア文字ではなくロ

ーマ字を打ち込んでいました。そのローマ字部分を

ロシア文字として出力する命令を記述しておくので

す。このため、ロシア語配列は暗記せずに簡単に書

くことが可能でした。個人的なことで申し訳ありま

せんが、この LaTeX を始めて習ったのが、言語文

化研究科の授業でした。当時は、パソコン通信で多

くのファイルを取得して、LaTeX の環境を構築する

のに苦労していました。ただ、大学の端末を利用す

ると、なんとそれがインターネットにつながってお

り、無料で、高速にファイルをダウンロードできる

ことがわかったのです。この端末は、当時の情報処

理教育センターにあったと記憶しています。だとす

ると、サイバーメディアセンターと私の出会いは、

この頃に遡れるでしょう。 

その後、Windows でも Mac でも、ローマ字配列

に似たロシア語配列が設定可能であることを知り、

現在に至ります。これは "Russian - Phonetic" などと

呼ばれている配列です。ローマ字配列に慣れていれ

ばロシア文字を容易に入力できます。私は長年 Mac 

でこれを使っており、おそらくこれからも同じでし

ょう。ついに、ロシア語配列を暗記しないままでい

そうです。さらに、配列を編集するエディタも配布

されていて、文字をキーボードの適当な場所に設定

できるほか、アクセント記号の入力も簡単に行える

ようになっています。Mac なら Ukelele というソフ

トが使えます。 
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として学んだこと

堤崎 暁（文学研究科 文化表現論専攻）

 はじめに

私は、2018 年度 4 月から水曜日 1 限目のフランス

語初級の TA を担当させていただいております。大

学教員を目指している私にとっては、大学教育の現

場に身を置ける貴重な機会となっています。以下、

TA として授業に臨む中で私が感じたことを報告さ

せていただきます。 

 

 学生を通して

受講生の大部分は医学部などの理系の学生であ

り、フランス語専門の学生ではありません。また、1

回生の学生の多くにとってフランス語を学ぶのは初

めての機会です。そのため、苦しみながらもフラン

ス語習得に向けて真摯に取り組む姿がよく見られま

す。1 限目の授業ではありますが、私が教室に入る

と半数以上の学生がすでに着席し、互いに単語の問

題を出し合ったり、課題の確認をしている学生もい

ます。 

また、岩根先生が作成されているウェブサイトを

使って、動詞の活用の練習をしている姿もよく見か

けます。さらには、単語の学習ソフトを用いて単語

の勉強をしている学生もいます。そのような光景を

目にするたびに、学生たちの学習意欲に刺激を受け

るとともに、パソコンを利用して言語の学習ができ

るという CALL 教室の利点を再認識させられます。 

 

 ロイロノート・スクールについて

この授業では、「ロイロノート・スクール」という

授業支援ソフト・アプリを利用しています。このア

プリを通じて学生たちが課題を提出し、その課題を

先生が添削していくという形式を取っています。こ

の時、先生が操作しているパソコンの画面が、学生

の各座席に設置されたモニターに映し出されるた

め、学生全員が自分の目の前で添削の様子を見るこ

とができるようになっています。この形式では、通

常の教室での授業と比べると格段に板書が見やすく

なるため、学生一人一人の学習意欲や学習効率の向

上に繋がっていると感じました。 

また、このアプリでは画像やメモなどを自分のア

カウントに保存することが可能であり、スマートフ

ォンでも共通のページを開くことができるため、自

宅や通学中などでも「ロイロノート・スクール」を

用いて学習することができます。多くの学生が大学

に入学して初めて経験する第二外国語の学習です

が、このようなアプリを利用することで学習に取り

組みやすくなり、結果的に学生たちの学力向上に大

きく寄与していると強く感じています。 

 

 おわりに

以上のように、TA として授業に携わらせていただ

く中で、CALL 教室での授業だからこその利点を

日々感じています。また、学生たちの学習意欲、コ

ンピューターを使っての授業方法など、私自身も授

業を通して多くのことを学ぶことができ、非常に貴

重な経験をさせていただいております。TA の仕事を

通して得た経験は、今後また TA をさせていただく

時だけでなく、他のあらゆる場面に活かしていきた

いと考えています。
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 利用学生の声 
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

CALL 教室での講義は少数精鋭の形で行われることが多く、先生方との距離が近い、という特徴がありま

した。センターモニターという機器が置かれているので、先生方の操作しているパソコンの画面を見ること

ができ、より講義を理解することができました。空調も整備されていて、とても快適な教室でした。 

髙橋 雅明  （医学部）                         

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

PC の画面を見続けることになるので目が疲れることがありますが、気になったこと(動詞の活用や名詞の

複数形・語源など)をすぐ調べられるのが特に便利だと思った点です。また、板書や要点を Word やメモ帳な

どのソフトで記録して USB などで持ち帰るということもできるので、ルーズリーフやノートを持ってくる必

要がないのも良い点です。他に、聞きたい時にヘッドホンを利用して外国語の発音を聞けることも CALL 教

室の利点だと思います。                                        今村 志郎 （医学部） 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

白基調の明るい部屋に、勉強に最適な設備のある環境において、教師と学生間の相互の情報交換や、ヘッ

ドホンを使うことを含め、ネット教材で学習したことは、とても新鮮な経験であった。授業中はパソコンを

扱う関係上、学生間の交流がわずかに減少するのでは、と初めは考えていたが、教師側の配慮によりその欠

点は解消されていた。個人的な希望としては、もっと多くのデータソースを扱いたかったことが挙げられる。

教材として１つに限定するのはもったいない気がする。 高嶋 遼太郎 （医学部） 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

CALL 教室は、PC 環境がよく、とても勉強しやすかったです。授業時間外でも利用できたので自習にも役

立ちました。 嶋 啓佑 （基礎工学部） 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

空調管理も適切であり、個人個人のペースで学習を進められることやヘッドホンを用いて音声を自分のペ

ースで聞くことができるのが CALL 教室の強みだと思った。   梅原 一佳（基礎工学部） 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
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2017年度情報教育システム利用状況（4月1日～3月31日） 
 
1. 所属部局別実利用者数 

実利用者数 12,211人 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

注１：学生の利用についてのみ集計しています。 
注２：理学研究科、工学研究科、基礎工学研究科については、学部学生を学科毎に集計しています。 
注３：医学系研究科(医学部)については、保健学専攻(保健学科)を別に集計しています。 
注４：実利用者数には、BYOD (Bling Your Own Device)の実利用者数1,715人を含みます。 

 
2. 所属部局別在籍者に対する実利用者の割合 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

注：学生数については、５月１日現在の在籍者数を母数にしています。 
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3. 所属部局別実利用者1人当たりの年間平均利用時間 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
4. 実利用者総利用時間(月毎) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

総利用時間は313,347時間。１人当たりの総平均利用時間は25.66時間。 
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5-1. 教室・分散端末室別1日1台当たりの平均利用時間(月毎) 
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5-2. 教室・分散端末室別1日1台当たりの平均利用時間(月毎) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

注：総利用時間を各部屋の設置台数と利用日数で割っています。 

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

人間科学部 計算機室

理学部 B214号室

医学部医学科 学生端末室

歯学部 学生自習室

薬学部 自習室

工学部 総合研究棟GSEコモン

(時間)

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月

国際教育交流センター

(吹田)留学生交流情報室

医学部保健学科

ラーニングリソースセン

ター

国際教育交流センター

豊中分室

各部局分散端末室

－ 48－



6-1. 所属部局別実利用者数(月毎) 
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6-2. 所属部局別実利用者数(月毎) 
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 6-3. 所属部局別実利用者数(月毎) 
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 7. 月別附属図書館の休日（土・日）実利用者数 
 

100 200 300 400 500 600 700 800 900 1,000 1,100

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月

総合図書館 生命科学図書館 理工学図書館

(人)

－ 52－



情報教育関連の講習会・説明会・見学会等の開催報告 
 
ChemBioOffice講習会 
日  時：2017年4月27日（木）9:30～11:00（豊中） 

13:00～14:30（吹田） 
場  所：豊中教育研究棟 2F 情報教育第2教室 

工学部GSEコモン棟 2F 情報実習室 
参加者数：豊中：13名、吹田：45名 
内  容： 1. ChemBioDraw 

分子構造の作図、ホットキーの活用、分子の特性、 
命名、スペクトル予測テンプレート、ニックネーム、 
立体的作図、反応式の作図、特殊文字、量論テーブル 

2. ChemBio3Dの利用 
分子力場計算、3次元モデル、原子間距離、CIFや 
PDBファイルの読み込み 

3. ChemBioFinder の利用 
構造式によるファイル検索、Excelの活用 

 
いちょう祭 
日  時：2017年4月30日（日）10:00～16:00 
場  所：豊中教育研究棟 5F 竹村研究室 

本館 1F サイバーメディアコモンズ 
参加者数：豊中：823名 
内  容：「サイバーサイエンスの世界へようこそ」 

 
第31回 情報教育研究会 
日  時：2017年9月15日（金）13:00～16:10 
場  所：豊中教育研究棟 2F 情報教育第2教室 
参加者数：15名 
趣  旨：・カリキュラム改革に向けた情報教育のあり方、教育コン

テンツの共通化と再利用 
・現在ご担当の授業内容の紹介 
・サイバーメディアセンターで導入している教材の授業で

の活用等の発表 
・情報活用基礎を担当される教員の負担軽減 

 
大阪大学CLE講習会 
日  時：2017年9月15日（金）13:00～16:50 
場  所：豊中教育研究棟 2F 情報教育第4教室 
参加者数：入門編・応用編：3名 
内  容：入門編（CLEの基本操作全般） 

応用編（CLEのコミュニケーション機能、 
統計情報について） 

 
2017年度授業担当教員向け説明会 
日  時：2017年9月15日（金）13:00～14:30 
場  所：豊中教育研究棟 2F 情報教育第2教室 
参加者数：1名 
内  容：端末へのログイン・ログアウト、デスクトップ操作、 

日本語入力、各種アプリケーションの使用方法、 
授業支援システム、その他 

 

Mathematica 11講習会 
日  時：2017年10月6日（金）13:00～18:00 
場  所：豊中教育研究棟 3F 情報教育第5教室 
参加者数：3名 
内  容：■ 新機能を含む最新のMathematica11の概要 

■ Mathematica 11チュートリアル Part. 1 
1. 文法の基礎 
2. 数値行列の処理 
3. 方程式の解法 
4. 微分方程式を解く（グラフ化） 

■ Mathematica 11チュートリアル Part. 2 
1. データのグラフ化 
2. アニメーション（Manipulate） 
3. Get (<<) / Put (>>) 
4. Import / Export 
5. Excelファイルの扱い 

 
大阪大学CLE講習会 
日  時：2017年12月22日（金）13:00～16:50 
場  所：工学部GSEコモン棟 2F 情報実習室 
参加者数：入門編・応用編：3名 
内  容：入門編（CLEの基本操作全般） 

応用編（CLEのコミュニケーション機能、 
統計情報について） 

 
大阪大学CLE講習会 
日  時：2018年3月2日（金）13:00～16:50 
場  所：工学部GSEコモン棟 2F 情報実習室 
参加者数：入門編・応用編：4名 
内  容：入門編（CLEの基本操作全般） 

応用編（CLEのコミュニケーション機能、 
統計情報について） 

 
大阪大学CLE講習会 
日  時：2018年3月9日（金）13:00～16:50 
場  所：豊中教育研究棟 2F 情報教育第2教室 
参加者数：入門編・応用編：3名 
内  容：入門編（CLEの基本操作全般） 

応用編（CLEのコミュニケーション機能、 
統計情報について） 
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第32回 情報教育研究会 
日  時：2018年3月16日（金）13:00～16:10 
場  所：豊中教育研究棟 2F 情報教育第2教室 
参加者数：12名 
趣  旨：・カリキュラム改革に向けた情報教育のあり方、教育コン

テンツの共通化と再利用 
・現在ご担当の授業内容の紹介 
・サイバーメディアセンターで導入している教材の授業で

の活用等の発表 
・情報活用基礎を担当される教員の負担軽減 

 
2018年度授業担当教員向け説明会 
日  時：2018年3月16日（金）10:30～12:00 
場  所：豊中教育研究棟 2F 情報教育第2教室 
参加者数：2名 
内  容：端末へのログイン・ログアウト、デスクトップ操作、 

日本語入力、各種アプリケーションの使用方法、 
授業支援システム、その他 

 
2018年度授業担当教員向け説明会 
日  時：2018年3月20日（火）10:30～12:00 
場  所：工学部GSEコモン棟 2F 情報実習室 
参加者数：1名 
内  容：端末へのログイン・ログアウト、デスクトップ操作、 

日本語入力、各種アプリケーションの使用方法、 
授業支援システム、その他 

 

見学対応 
学 校 名：香港科学技術大学 
日  時：2017年4月10日（月）15:00～16:00 
場  所：豊中教育研究棟 5F 竹村研究室 
参加者数：2名 
内  容：施設見学等 

 
学 校 名：高津高等学校 
日  時：2017年7月10日（月）14:30～15:30 
場  所：豊中教育研究棟 5F 竹村研究室 
参加者数：10名 
内  容：施設見学等 

 
学 校 名：和歌山大学 
日  時：2017年7月12日（水）13:00～15:00 
場  所：豊中教育研究棟 5F 竹村研究室 
参加者数：5名 
内  容：施設見学等 
 
学 校 名：マハサラカム大学 
日  時：2018年3月29日（木）13:00～15:00 
場  所：豊中教育研究棟 5F 竹村研究室 
参加者数：2名 
内  容：施設見学等 
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2017年度CALLシステム利用状況（4月1日～3月31日） 

 

1. 所属部局別実利用者数 

実利用者数 8,205人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注１：学生の利用についてのみ集計しています。 

注２：理学研究科、工学研究科、基礎工学研究科については、学部学生を学科毎に集計しています。 

注３：医学系研究科(医学部)については、保健学専攻(保健学科)を別に集計しています。 

 

2. 所属部局別在籍者に対する実利用者の割合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注：学生数については、５月１日現在の在籍者数を母数にしています。 
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国際教育交流センター

（％)
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3. 所属部局別実利用者1人当たりの年間平均利用時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4. 実利用者総利用時間(月毎) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総利用時間は90,932時間。１人当たりの総平均利用時間は11.08時間。 
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5. 教室・分散端末室別1日1台当たりの平均利用時間(月毎) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注１：総利用時間を各部屋の設置台数と利用日数で割っています。 

注２：サイバーメディアコモンズは、2018年9月末をもってサービスを終了したため4月から9月までのグラフに 

なっています 
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6-1. 所属部局別実利用者数(月毎) 
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6-2. 所属部局別実利用者数(月毎) 
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6-3. 所属部局別実利用者数(月毎) 
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CALL関連の講習会・説明会・見学会等の開催報告 

 
CALL講習会（前期） 
日  時：2017年4月3日（月）、4日（火） 

3日 概説 10:00～11:30、実習 13:30～15:30、 
4日 概説・実習 10:00～11:30 

場  所：豊中教育研究棟 4F CALL第2教室 
参加者数：10名 
内  容：CALLシステムの説明・授業支援システム説明・CALLソフト

体験他 
 
言語文化研究科ガイダンス 
日  時：2017年4月4日（火）9:30～15:30 
場  所：言語文化A棟 2F 大会議室 
参加者数：49名 
内  容：言語文化研究科の新入生に対する教育用電算機システム全般、 

大阪大学個人IDの説明 
 
CALLシステム実験室の見学会 
日  時：2017年4月7日（金）16:00～17:00 
場  所：豊中教育研究棟 5F CALLシステム実験室 
参加者数：83名 
内  容：CALLシステム実験室の利用ガイダンス 

 
いちょう祭 
日  時：2017年4月30日（日）14:00～16:00 
場  所：豊中教育研究棟 4F CALL第2教室 
参加者数：54名 
内  容：Web対応授業支援システム（Learning Management  

System）とマルチメディア語学教材の体験語学教材の体験 
 
ダイナミック教材作成講習会 
日  時：2017年6月24日（土）13:00～17:00 
場  所：豊中教育研究棟 5F CALLシステム実験室(505) 
参加者数：7名 
内  容：各種教育機関の教員を対象、ダイナミック教材作成システムを

実際に操作し、簡単な教材の作成を行う 
 
CALL講習会（後期） 
日  時：2017年9月20日（水）、22日（金）、26日（火） 

概説 10:30～11:30、実習 13:30～15:30 
場  所：豊中教育研究棟 4F CALL第2教室 
参加者数：10名 
内  容：概説（CALL教室の紹介、Sky Menu・CaLaboEx等の 

授業支援システムの使用方法の説明、各種ソフトウェアの 
紹介、授業に関する情報等を提供）、実習（授業担当教員 
及びTAが各授業を想定した個別実習） 

 

大阪大学の次世代型市民講座 
～インターネットによる外国語学習へのお誘い 
・オリエンテーション 
日  時：2017年10月28日（土）10:30～12:00 
場  所：豊中教育研究棟 3F CALL第1教室 
参加者数：51名 
内  容：インターネット上に公開するダイナミック教材を自宅学習する

オンライン形態の市民講座、プラットフォームとなるLMS、
教材の使用方法、評価基準等の説明 

・修了式 
日  時：2017年11月11日（土）16:00～17:00 
場  所：豊中教育研究棟 3F CALL第1教室 
参加者数：27名 
内  容：2週間のオンライン市民講座修了した参加者への修了書授与お

よび、参加者との意見交換 
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2017年度 電子図書館システム利用状況

マルチメディア端末利用状況

・2012年10月に、新システムへ更新。総合図書館に 28台、生命科学図書館に 13台、理工学図書館に 9台、外国学図書館に 12台設置
・2017年8月25日～9月3日、システム更新作業のためサービス停止。
・2017年9月19日に、新システムへ更新。情報教育システムのVDIを、図書館内専用の貸出ノートPCで利用するよう、仕様変更。
※2017年9月15日に、言語教育システムプリンタ（生命科学・理工学図書館のマルチメディアプリンタ含む）の印刷サービス終了。
※2017年11月13日以降、VDIとの接続が切れる障害により、サービスを利用できない事例が多数発生

リモートアクセス・サービス利用状況

・2011年9月28日から、学外からの電子ジャーナル・データベース・電子ブック利用手段を提供するサービスとして提供開始
・2017年9月25日にサーバ更新
・2018年2月下旬から、提供元サイトのプロトコル制限（TLS1.1以上のみ接続可等）により、EZproxyでリモートアクセスできないサイトが増加
※ リモートアクセスできないサイトは、学認が利用可能な場合、学認の利用を案内
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デジタルコンテンツ利用状況

1. SciFinder

・2002年4月から、登録制でサービス開始
・2008年3月から、登録制を廃止
・2010年5月19日から、Web版に完全移行
・2012年4月24日から、同時接続数の制限なしでサービス
・2017年9月30日をもってCMCからの提供を終了。図書館契約に変更

2. Reaxys

・2009年11月から、サービス開始
・2016年10月より、新プラットフォーム提供開始。以降新旧プラットフォーム並行運用。
・2017年5月より新プラットフォーム統計を追加
・2017年9月30日をもってCMCからの提供を終了。図書館契約に変更

3. Scopus

・2006年4月から、サービス開始
・2008年3月から、登録制を廃止
・2017年9月30日をもってCMCからの提供を終了。図書館契約に変更
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4. Web of Science

・Web of Science は、2001年9月からサービス開始。
・Journal Citation Reports. Science ed.は、2002年4月からサービス開始。 
・2017年9月30日をもってCMCからの提供を終了。図書館契約に変更

5. JSTOR

・2001年9月から、Arts & Sciences I Collectionをサービス開始（CMC経費）
・2012年4月から、附属図書館がArts & Sciences II Collectionを追加提供（図書館経費）
・2017年9月をもって、他データベースと合わせ、統計掲載を終了
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デジタルコンテンツ利用状況

1. SciFinder

・2002年4月から、登録制でサービス開始
・2008年3月から、登録制を廃止
・2010年5月19日から、Web版に完全移行
・2012年4月24日から、同時接続数の制限なしでサービス
・2017年9月30日をもってCMCからの提供を終了。図書館契約に変更

2. Reaxys

・2009年11月から、サービス開始
・2016年10月より、新プラットフォーム提供開始。以降新旧プラットフォーム並行運用。
・2017年5月より新プラットフォーム統計を追加
・2017年9月30日をもってCMCからの提供を終了。図書館契約に変更

3. Scopus

・2006年4月から、サービス開始
・2008年3月から、登録制を廃止
・2017年9月30日をもってCMCからの提供を終了。図書館契約に変更
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利用案内
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教育用計算機システムの利用案内 
 

１．教育用計算機システムの利用について 
１）授業で教室を利用する 

豊中教育研究棟の各教室を本学各部局の授業のために利用することができます。教室利用申請

書はサイバーメディアセンターのホームページからダウンロードしてお使い願います。 

２）教育・研究で利用する 

サイバーメディアセンターで行われる授業の利用に支障のない範囲内において、教職員の方が

教育・研究のために豊中教育研究棟の各教室を利用することが出来ます。但し、センター長が適

当と認めた場合に限ります。 

３）学生個人の利用 

豊中教育研究棟の各教室及び箕面キャンパス総合研究棟のコンピュータ学習室は本学の学生で

あれば、自習学習に利用することができます。 

 

２．開館時間 
１）教室利用時間 

地区 建  物  名 教  室  名 
利用時間(平日のみ) 

授業開講期間 授業休業期間 

豊中 
サイバーメディアセンター 

豊中教育研究棟 1F～4F 

情報教育第１～５教室 
8時50分～21時30分 8時50分～17時 

ＣＡＬＬ第１～４教室 

箕面 箕面地区 総合研究棟 4F コンピュータ学習室 9時40分～20時40分 9時40分～17時 

 

２）事務室窓口 

地区 建  物  名 事務担当 
受付時間(平日のみ) 

午 前 午 後 

豊中 サイバーメディアセンター 豊中教育研究棟 1F 
情報推進部 

情報基盤課 

8時50分～11時45分 12時45分～17時 

箕面 箕面地区 総合研究棟 4F 9時40分～11時45分 12時45分～17時 

 

休館等の詳しい日程は館内の掲示板やホームページでお知らせします。 

 

 

サイバーメディアセンター (https://www.cmc.osaka-u.ac.jp/) 

教育用計算機システム   (https://www.cmc.osaka-u.ac.jp/edu/) 
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Windows 10  66

Windows 10  72
Windows 10  100

Windows 10  78
Windows 10  66
Windows 10  45

Windows 10  60
Windows 10  60
Windows 10  35

センター長室センター長室
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●（箕面）総合研究棟

4階

UP

5階

UP

コンピュータ学習室：Windows 10　箕面教育システム端末　68台

情報処理第1教室：Windows10　箕面教育システム端末末40台
情報処理第2教室：Windows10　箕面教育システム端末末25台
箕面CALL教室   ：Windows10　CALL端末システム端末末40台

EV

箕面CALL教室

情報処理第２教室 情報処理第１教室

男子トイレ

リフレッシュ
　　コーナー

ホール

EV

女子トイレ

リフレッシュ
　　コーナー

ホール

コンピュータ学習室

サーバ室 事務室
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電子図書館システムの利用案内

サイバーメディアセンターでは、情報推進部並びに附属図書館と協力して、電子図書館機能のサービス

を行っています。学内構成員が、学内だけでなく学外からもデータベース・電子ジャーナル等の電子学術

情報資源にアクセスできる、リモートアクセス・サービスも行っています。また附属図書館内には、ノー

トパソコン型のマルチメディア端末を整備し、館内の無線 LAN に接続し、インターネット上のディジタ

ル情報を活用しながら研究できる環境を提供しています。

１．データベースサービス

附属図書館と協力し、学術研究活動に欠かせない各種データベース提供サービスを行っています。現在

は附属図書館から整備・提供されています。 

＜主な提供データベース＞ 
・CINAHL Plus 
・EconLit 
・ERIC 
・Index to Legal Periodicals & Books 
・Journal Citation Reports 
・JSTOR 
・MEDLINE 

・MLA International Bibliography 
・PsycINFO 
・Reaxys 
・SciFinder 
・SCOPUS 
・Web of Science 
・医中誌 Web など 

データベースサービス詳細 https://www.library.osaka-u.ac.jp/dblist/ 

２．リモートアクセス・サービス

一部の電子学術情報資源（データベース、電子ジャーナル及び電子ブック）は、大阪大学個人 ID によ

る認証を経て、自宅等の学外から利用することができます。以下の 2 つの方法があります。 

＜リモートアクセス・サービス＞ 
 学外からでも以下のページから電子学術情報資源にアクセスできます。 

・キャンパス外から電子リソースを使う https://www.library.osaka-u.ac.jp/off_campus/ 
・電子リソースリスト https://sfx.usaco.co.jp/osaka/az 

＜学術認証フェデレーション(GakuNin)＞ 
 直接サイトにアクセスし、GakuNin の仕組みを使って、学外から利用することができます。 

・大阪大学 学術認証フェデレーション情報提供ホームページ 
http://web.auth.osaka-u.ac.jp/gakunin/ 

ご利用方法等についてのお問い合わせは、e-resource@library.osaka-u.ac.jp までご連絡下さい。 

３．マルチメディア端末

マルチメディア端末は、デスクトップ仮想化（Virtual Desktop Infrastructure, VDI）の技術を使い、情報教

育システムと同じ環境でインターネット、Microsoft Office が利用できるノートパソコンです。CD、DVD
再生も可能です。附属図書館カウンターで借りた端末は、館内のお好みの場所で無線 LAN に接続して利

用できます。 

設置台数： 総合図書館   28 台 生命科学図書館   13 台

理工学図書館    9 台 外国学図書館    12 台

電子図書館システム（http://www.cmc.osaka-u.ac.jp/dlib/index.html）
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大阪大学サイバーメディアセンター教育用計算機シ

ステム利用規程

第１条 この規程は、大阪大学サイバーメディアセンター（以

下「センター」という。）が管理・運用する教育用計算機シ

ステム（以下「教育用計算機システム」という。）の利用に

関し、必要な事項を定めるものとする。

第２条 教育用計算機システムを利用することのできる者は、

次の各号に掲げる者とする。

大阪大学（以下「本学」という。）の教職員

本学の学生

その他サイバーメディアセンター長（以下「センター長」

という。）が適当と認めた者

２ 教育用計算機システムを利用する者（以下「利用者」とい

う。）は、あらかじめ、大阪大学全学ＩＴ認証基盤サービス

を利用するための大阪大学個人ＩＤの付与を受けるものとす

る。

第３条 全学共通教育規程、各学部規程及び各研究科規程で定

める授業科目の授業を行う場合で、センターの豊中教育研究

棟情報教育教室又はＣＡＬＬ教室（以下「情報教育教室等」

という。）において教育用計算機システムを利用しようとす

るときは、当該授業科目の担当教員は、あらかじめ、所定の

申請書を所属部局長（全学共通教育科目の授業に利用する場

合にあっては、原則として、全学教育推進機構長とする。）

を通じてセンター長に提出し、その承認を受けなければなら

ない。

２ 前項に規定する場合のほか、センター長は、前条第１項第

１号又は第３号に掲げる者から情報教育教室等における教育

研究のための教育用計算機システムの利用に係る申請があっ

た場合には、前項の利用に支障のない範囲内において、これを

許可することができる。

第４条 センター長は、前条の申請を承認したときは、その旨

を文書により申請者に通知するものとする。

２ 前項の利用の承認期間は、１年以内とする。ただし、当該

会計年度を超えることはできない。

第５条 利用者は、教育用計算機システムの利用に際しては、別

に定めるガイドラインに従わなければならない。

第６条 センター長は、必要に応じて、利用者が使用できる教

育用計算機システムの使用について制限することができる。

第７条 センター長は、必要に応じて、利用者に対し利用の状

況及び結果についての報告を求めることができる。

第８条 利用者の所属部局（全学共通教育科目の授業に利用す

る場合にあっては、原則として、全学教育推進機構とする。）

は、その利用に係る経費の一部を負担しなければならない。

２ 前項の額及び負担の方法は、センター教授会の議を経て、

センター長が別に定める。

３ 第１項の規定にかかわらず、センター長が特に必要と認め

たときは、経費の負担を免除することがある。

第９条 利用者が、この規程に違反した場合又は利用者の責に

よりセンターの運営に重大な支障を生じさせたときは、セン

ター長は、その者の利用を一定期間停止することがある。

第１０条 この規程に定めるもののほか、教育用計算機システ

ムの利用に関し必要な事項は、センター長が定める。

附 則

１ この規程は、平成１２年４月１日から施行する。

２ 大阪大学情報処理教育センター利用規程（昭和５７年３月

１７日制定）は、廃止する。

３ この規程施行前に大阪大学情報処理教育センター利用規程

に基づき、平成１２年度の利用承認を受けた利用者にあって

は、この規程に基づき利用の登録があったものとみなす。

附 則

この改正は、平成１６年４月１日から施行する。

附 則

この改正は、平成１９年４月１日から施行する。

附 則

この改正は、平成２４年４月１日から施行する。

附 則

この改正は、平成２６年４月１５日から施行する。

教育用計算機システム、学生用電子メールシステム

利用者ガイドライン

．はじめに

この利用者ガイドラインは、教育用計算機システムに関係す

る各種の規程等を分かりやすく解説しています。また、学生用

電子メールシステムについても解説しています。全ての利用者

は、この利用者ガイドライン 指針 をよく読んでから教育用計

算機システム及び学生用電子メールシステムを利用して下さ

い。

また、各種の規程とは次のものです。先ず、本学が提供する

情報システムを利用するにあたり、「大阪大学情報セキュリテ

ィポリシー」 等を遵守しなければいけません。教育用計算機シ

ステムの利用については、「教育用計算機システム利用規程」

があります。

なお、教育用計算機システムは大阪大学総合情報通信システ

ムに接続して運用していますので、教育用計算機システムの全

ての利用者は「大阪大学総合情報通信システム利用者ガイドラ

イン」を遵守しなければいけません。

この利用者ガイドラインは、変更することがあります。変更

した場合は、ホームページ等の電子的な手段で広報しますので、

常に最新の利用者ガイドラインを参照して下さい。

．教育用計算機システム

「教育用計算機システム」とは、サイバーメディアセンター

豊中教育研究棟の教室、箕面総合研究棟 階・ 階の教室及び分

散端末室のコンピュータ、通信機器及びこれらの上で動作する

ソフトウェア群によって構成されるシステムをいいます。教育

用計算機システムは、サイバーメディアセンターが管理・運用

しています。
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 学生用電子メールシステム

大阪大学が提供する学生用電子メールシステムは、本学から

の情報発信及び情報交換を通じて、主に在学中の修学に関する

情報を提供するものです。そのため、ルールやマナーを守った

安全な方法で使用しなければ、多くの利用者に迷惑をかけるこ

とになり、さらには、本学の社会的信用を失わせる要因となる

可能性があります。このようなリスクを軽減し、情報資産を保

護するとともに、電子メールを安全に利用するために次のこと

を遵守してください。また、卒業後は本学と交流できる機会を

提供するための電子メールアドレスが用意されています。

 
・利用対象者

学生用電子メールシステムは、大阪大学の全ての学生及び

サイバーメディアセンターの教室で授業を担当される教員

が利用できます。

・メールアカウントとパスワードの管理

大学が配付するメールアカウントとパスワードを取得した

後は、所有者個人が管理することになります。また、他人

にメールアカウントやパスワードを教えてはいけません。

・情報セキュリティポリシー等の遵守

学生用電子メールシステムの利用者は、大阪大学情報セキ

ュリティポリシー等を遵守する必要があります。

・利用者の責任

学生用電子メールシステムを利用したことにより発生した、

いかなる損失・損害に関しても、利用者が一切の責任を負

います。

・利用の停止

卒業後、本人からの申し入れにより、学生用電子メールシ

ステムの当該アカウントの利用を停止することができます。

・学生用電子メールシステムの利用に関する相談窓口

メールの操作方法及びシステム運用・障害に関するものは、

以下の相談窓口へ連絡して下さい。

情報推進部情報基盤課教育系システム班

メールに書かれた内容に関することは、そのメールに書かれて

いる問い合わせ先にお願いします。

．違法行為と不正行為

コンピュータ上／ネットワーク上の不正行為

コンピュータ上及びネットワーク上の行為にも、日本国内に

おいては国内法が適用されます。ただし、違法行為を禁じる条

項は教育用計算機システム、学生用電子メールシステムの利用

者ガイドラインには含まれていません。また、「法に触れない

行為」と「して良いこと」は違います。特に教育的見地から、

教育用計算機システム及び学生用電子メールシステム上で行わ

れる、倫理に反する行為及び著しく利用マナーに反する行為を

「不正行為」と呼びます。

教育用計算機システムは大学の施設ですので、大学の施設を

用いて無断で行ってはいけないことは、教育用計算機システム

にも適用されます。教育用計算機システムを利用して財産的利

益を得ること、例えば、プログラミングのアルバイト、家庭教

師や塾講師のアルバイトのための文書作成を行ってはいけませ

ん。

目的外利用を含めた不正行為の内、他人のアカウントを使用

することや他人に自分のアカウントを使用させること及びシス

テム運用業務の妨害行為は特に悪質な不正として取り扱いま

す。悪質と判断した利用者に対しては、利用資格の停止や制限

を行います。また、大阪大学の規則に従った懲戒が行われるこ

とがあります。

教育用計算機システムを利用する上で、他の利用者や教育用

計算機システム運用管理者のパスワードを調べる行為を行って

はいけません。そのような行為は、コンピュータの不正利用を

行うための準備行為とみなされます。このような、不正行為の

準備としか考えられない行為を「不正予備行為」と呼びます。

不正予備行為は、不正行為と同じように扱います。

講義 演習中の不正行為

講義や演習中に教育用計算機システム利用規程に反する行為

が行われた場合、それが講義や演習にとっての不正行為かどう

かとは別に、教育用計算機システム利用規程を適用します。 章

に記載した場所における講義や演習における、カンニング、代

理出席、他人のレポートのコピーの提出に対しては、一般の講

義室における場合と同じように扱います。つまり、不正行為へ

の対処としての出席の不認定、単位の不認定は、一般の講義

室における場合と同じように、大阪大学の規則に従います。

例えば、ある学生 が自分のログイン名とパスワードを友人

に教えて、教育用計算機システムを利用する講義の代理出席を

行った場合を考えてみましょう。他人のアカウントを利用し、

また、させているので、 、 ともに教育用計算機システムの不

正利用者として扱います。教育用計算機システム運用管理者は、

「代理出席を行ったこと」に対する処分内容には関知しません。

担当教員は、裁量により出席点を減点したり処分を猶予したり

することがあります。

他組織への侵入

教育用計算機システムのネットワーク環境は、「ファイアー

ウォール」と呼ばれるネットワーク機器を用いることにより、

他のネットワークと直接通信ができないように制限を加えてい

ます。これは、他組織からの不正侵入や、他組織への不正侵入

を防ぐための措置です。

大阪大学から他組織のネットワークに不正に侵入した場合、

大阪大学全体が外部のネットワークとの接続を切られるだけな

く、場合によっては国際問題に発展する可能性もあります。他

組織に迷惑をかけないように大学側でも対処していますが、侵

入を試すような行為を行った場合は処分の対象となります。

大阪大学サイバーメディアセンター教育用計算機シ

ステム利用規程

第１条 この規程は、大阪大学サイバーメディアセンター（以

下「センター」という。）が管理・運用する教育用計算機シ

ステム（以下「教育用計算機システム」という。）の利用に

関し、必要な事項を定めるものとする。

第２条 教育用計算機システムを利用することのできる者は、

次の各号に掲げる者とする。

大阪大学（以下「本学」という。）の教職員

本学の学生

その他サイバーメディアセンター長（以下「センター長」

という。）が適当と認めた者

２ 教育用計算機システムを利用する者（以下「利用者」とい

う。）は、あらかじめ、大阪大学全学ＩＴ認証基盤サービス

を利用するための大阪大学個人ＩＤの付与を受けるものとす

る。

第３条 全学共通教育規程、各学部規程及び各研究科規程で定

める授業科目の授業を行う場合で、センターの豊中教育研究

棟情報教育教室又はＣＡＬＬ教室（以下「情報教育教室等」

という。）において教育用計算機システムを利用しようとす

るときは、当該授業科目の担当教員は、あらかじめ、所定の

申請書を所属部局長（全学共通教育科目の授業に利用する場

合にあっては、原則として、全学教育推進機構長とする。）

を通じてセンター長に提出し、その承認を受けなければなら

ない。

２ 前項に規定する場合のほか、センター長は、前条第１項第

１号又は第３号に掲げる者から情報教育教室等における教育

研究のための教育用計算機システムの利用に係る申請があっ

た場合には、前項の利用に支障のない範囲内において、これを

許可することができる。

第４条 センター長は、前条の申請を承認したときは、その旨

を文書により申請者に通知するものとする。

２ 前項の利用の承認期間は、１年以内とする。ただし、当該

会計年度を超えることはできない。

第５条 利用者は、教育用計算機システムの利用に際しては、別

に定めるガイドラインに従わなければならない。

第６条 センター長は、必要に応じて、利用者が使用できる教

育用計算機システムの使用について制限することができる。

第７条 センター長は、必要に応じて、利用者に対し利用の状

況及び結果についての報告を求めることができる。

第８条 利用者の所属部局（全学共通教育科目の授業に利用す

る場合にあっては、原則として、全学教育推進機構とする。）

は、その利用に係る経費の一部を負担しなければならない。

２ 前項の額及び負担の方法は、センター教授会の議を経て、

センター長が別に定める。

３ 第１項の規定にかかわらず、センター長が特に必要と認め

たときは、経費の負担を免除することがある。

第９条 利用者が、この規程に違反した場合又は利用者の責に

よりセンターの運営に重大な支障を生じさせたときは、セン

ター長は、その者の利用を一定期間停止することがある。

第１０条 この規程に定めるもののほか、教育用計算機システ

ムの利用に関し必要な事項は、センター長が定める。

附 則

１ この規程は、平成１２年４月１日から施行する。

２ 大阪大学情報処理教育センター利用規程（昭和５７年３月

１７日制定）は、廃止する。

３ この規程施行前に大阪大学情報処理教育センター利用規程

に基づき、平成１２年度の利用承認を受けた利用者にあって

は、この規程に基づき利用の登録があったものとみなす。

附 則

この改正は、平成１６年４月１日から施行する。

附 則

この改正は、平成１９年４月１日から施行する。

附 則

この改正は、平成２４年４月１日から施行する。

附 則

この改正は、平成２６年４月１５日から施行する。

教育用計算機システム、学生用電子メールシステム

利用者ガイドライン

．はじめに

この利用者ガイドラインは、教育用計算機システムに関係す

る各種の規程等を分かりやすく解説しています。また、学生用

電子メールシステムについても解説しています。全ての利用者

は、この利用者ガイドライン 指針 をよく読んでから教育用計

算機システム及び学生用電子メールシステムを利用して下さ

い。

また、各種の規程とは次のものです。先ず、本学が提供する

情報システムを利用するにあたり、「大阪大学情報セキュリテ

ィポリシー」 等を遵守しなければいけません。教育用計算機シ

ステムの利用については、「教育用計算機システム利用規程」

があります。

なお、教育用計算機システムは大阪大学総合情報通信システ

ムに接続して運用していますので、教育用計算機システムの全

ての利用者は「大阪大学総合情報通信システム利用者ガイドラ

イン」を遵守しなければいけません。

この利用者ガイドラインは、変更することがあります。変更

した場合は、ホームページ等の電子的な手段で広報しますので、

常に最新の利用者ガイドラインを参照して下さい。

．教育用計算機システム

「教育用計算機システム」とは、サイバーメディアセンター

豊中教育研究棟の教室、箕面総合研究棟 階・ 階の教室及び分

散端末室のコンピュータ、通信機器及びこれらの上で動作する

ソフトウェア群によって構成されるシステムをいいます。教育

用計算機システムは、サイバーメディアセンターが管理・運用

しています。
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他組織のネットワークへの不正侵入以外にも、大量の電子メ

ールを送りつける等、他組織のシステムの運営妨害を行なった

場合は侵入と同様に扱います。また、パスワードの付け忘れ等、

管理上の不備のあるコンピュータであっても、侵入してはいけ

ないことに変わりはありません。

知的財産の尊重

著作物及びソフトウェアの著作権を尊重して下さい。教育用

計算機システムに導入されているソフトウェア フリーソフト

ウェアを除く 及びドキュメントはコピーして持ち出してはい

けません。フリーソフトウェアを外部から持ち込んで利用する

場合は、利用者個人の責任の基に行って下さい。

著作物の無断コピーに教育用計算機システムを使わないで下

さい。著作権法では、私的使用の場合に関する例外事項の規定

があります。教育用計算機システムは利用者の私物でも家庭内

でもないので、教育用計算機システムのコンピュータの利用は

私的使用にはあたらないと考えられます。

電子掲示板等インターネット上の記事は一般の著作物と同じ

です。著作権を侵害しているかどうかの判断は非常に難しいで

すが、例えば、電子掲示板の記事に、出典を明記せずに著作物

歌詞等を含む の一部を引用することや、出典を明記しても著

作物の全部を引用すること等は著作権を侵害していると考えら

れます。

．窃盗行為の禁止

教育用計算機システム利用規程には明文化していませんが、

教育用計算機システムのコンピュータや、その部品あるいは未

使用のプリンタ用紙等を外へ持ち出すことは、窃盗罪となりま

す。

．運用妨害の禁止

コンピュータやプリンタの電源の操作及びリセット操作を行

ってはいけません。例外は機器からの発煙等の緊急時、教育用

計算機システム運用管理者が操作を指示した場合です。

教育用計算機システムの運用を妨害するような行為 他の利

用者のファイル消去、故意のネットワーク妨害等 が発生した場

合は、厳重な処分を行います。経済的な被害を与えない行為で

も、教育用計算機システムの運用妨害となる行為をしてはいけ

ません。電源プラグやコネクタを外す等の物理的な行為の他、

ウィルスの送付等の間接的な行為、 の装置に異物を入れ

る等、故意に故障を引き起こす行為もしてはいけません。

．ファイルの扱い

教育用計算機システムの各利用者は、教育用計算機システム

内の、ある一定量のファイル領域を利用できます。しかし、フ

ァイル領域はあくまでも大阪大学の資産の一部であり、利用者

の私有物となったわけではありません。教育用計算機システム

では、ある利用者のファイルを他の利用者からも読める すなわ

ちコピーできる ように、ファイルの保護モードを各利用者が設

定することもできます。利用者の設定ミスによって、思いがけ

ずファイルを他の利用者に読まれてしまうことも考えられます。

このため、他の利用者に読まれたくないファイルは、教育用計

算機システム上に置かないほうが安全です。

．本システムの運用管理について

教育用計算機システム及び学生用電子メールシステム運用管

理者は、違法行為／不正行為を発見した場合、当該アカウント

の利用停止の措置を行います。不正行為に使われたアカウント

が盗用されたものであった場合、結果として盗用された被害者

の利用を停止することになりますが、盗用の事実を確認後、利

用停止を解除します。

利用者の氏名、入学年、所属学部、ログイン名及び本システ

ムの利用頻度等は、違法行為／不正行為が疑われる場合は秘密

情報として扱いません。

教育用計算機システム運用管理者は、利用者のファイル領域

のプライバシーを尊重しますが、不正なファイルの存在等につ

いては、定期的な自動探査を行い、必要に応じて手動操作によ

る内容の監査等を行うことがあります。また、機器故障の対策

として、利用者の個人ファイル領域を教育用計算機システム運

用管理者がハードディスク等にコピーし、保管することがあり

ます。

教育用計算機システムのコンピュータに暗号化したファイル

を保管することは不正行為ではありませんが、何らかの不正行

為の手段としてファイルの暗号化を行なっていると推定される

場合は、内容の開示を当該利用者に要求することがあります。

また、ファイル領域の使用量や受信した電子メールのサイズに

は制限があります。この制限を越えた利用者は、ファイルや電

子メールを保存できません。

．不正利用等に関する処分

コンピュータの窃盗や破損は、大学施設内の窃盗や破損の場

合と同じように扱います。違法行為／不正行為の継続を防ぐた

め、あるいは発生を防止するための、アカウントの利用停止等

の緊急措置は、それを発見した教育用計算機システム運用管理

者の判断で即座に行います。

．ネットワーク・エチケット

一般にネットワークを快適に利用する際に注意すべきことが

いくつかあります。これらは、主に「ネットワーク・エチケッ

ト ネチケット 」と呼ばれるものです。インターネットの世界

では自己責任、自己防衛が原則です。ここでは、インターネッ

トを利用する際に必要最小限守るべきことを列挙します。

・アカウント・パスワードを厳重に管理する。

・社会ルールを守る。

・誹謗中傷しない。

・著作権を侵害しない。

・プライバシーを侵害しない。

注釈
1（セキュリティポリシー：

）

2（関連規程等の記載場所：

）
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3 平成 年 月 日より「不正アクセス行為の禁止等に関す

る法律」が施行されており、現在では不正アクセスやその助

長行為は懲役・罰金等の刑罰の対象となります。

大阪大学総合情報通信システム利用者ガイドライ
ン

 はじめに

この利用者ガイドラインは、大阪大学におけるキャンパスネ

ットワークで、学内の教育研究活動を支える 基盤である、

大阪大学総合情報通信システム（

の略で、以下「 」という。）が提供するサ

ービスについて分りやすく解説しています。

また、 が提供するサービスを利用するにあたり次の諸規

程等を遵守する必要がありますので、必ず諸規定等もご一読く

ださい。

・大阪大学情報セキュリティポリシー

・大阪大学総合情報通信システム利用規程

・大阪大学総合情報通信システム運用内規

このガイドラインは、変更することがあります。変更した場

合は、ホームページ等の電子的な手段で広報しますので、常に

最新のガイドラインを参照して下さい。

 用語の定義

本ガイドラインで使用する用語については次のとおりです。

「 」とは、無線 におけるアクセスポイントの識

別名です。

「スパムメール」とは、受信者の意向を無視して、無差

別かつ大量に送信される、電子メールを主としたメッ

セージです。

「アカウント」とは、コンピュータの利用者を識別する

ための標識となる文字列のことであり、 上でなんら

かのサービスを受ける際の身分を表します。

「ファイアウォール」とは、あるコンピュータやネット

ワークと外部ネットワークの境界に設置され、内外の通

信を中継・監視し、外部の攻撃から内部を保護するため

のソフトウェアや機器等のシステムです。

「部局ネットワーク担当者」とは、当該部局等の

の運用に関する業務を支援している担当者です。詳しく

は大阪大学総合情報通信システム運用内規をご覧くだ

さい。

 提供しているサービスについて

では、次のとおり利用者向けサービスと管理者向けサー

ビスの 種類用意しています。基本的には利用者や管理者が意

識することなく利用しているサービスですが、個別に設定等が

必要なものについては、マニュアルを確認のうえご利用くださ

い。

利用者向けサービス

⚫ キャンパスネットワークサービス

各キャンパスにおいてネットワーク環境を提供するサービス

です。独自でネットワーク回線を用意していない限り、本学

のネットワーク通信は全て のキャンパスネットワーク

サービスにより提供しています。

⚫ 有線 認証サービス

では有線 環境に認証設定を施し、利用制限を行うサ

ービスを提供しています。認証が必要な場所やマニュアル等

は、適宜更新されますので、次をご確認ください。

（https://www.odins.osaka-u.ac.jp/gakunai/manuals.html）

⚫ キャンパス無線 サービス

本学の講義室やセミナー室等の公共性の高い施設等を中心に

整備した、無線 環境を提供するサービスです。無線

を利用するためには、 無線 が提供された場所で、

（ ）を選択することで利用することができます。

詳しくは、次をご覧ください。

・ 無線 アクセスポイント一覧

（

）

・ キャンパス無線 サービス利用マニュアル

（

）

本学では、 が整備したキャンパス無線 サービスに加

え、大学等教育研究機関の間でキャンパス無線 の相互利

用を実現する、国際無線 ローミング基盤サービスである

も提供しています。 は大阪大学個人 を所

有する学生及び教職員等に提供するサービスであり、マイハ

ンダイを経由した申請により利用可能です。 を利用す

れば、世界中の に加盟している機関で無線 サー

ビスを利用することができます。

設定方法につきましては、次の利用マニュアルをご覧くださ

い。

（

）

⚫ 迷惑メールフィルタリングサービス

本学のドメインを持つメールサービスに対し、メールのフィ

ルタリング機能を提供するサービスです。このサービスは、

側でスパムメールの削除を行うのではなく、スパムメー

ルであるかの判定を行い、その情報をメールヘッダに付加し

利用者に届けるものです。このことにより、利用者側でスパ

ムメールの振り分けが可能となり、システム側で正常なメー

ルを誤って削除されることなく受け取ることが可能となりま

す。年々増加しているメールを用いたサイバー攻撃対策のた

めにも、本学内に設置しているメールサーバをご利用の方は、

必ずメールソフトへの設定をお願いします。

設定方法につきましては、次の利用マニュアルをご覧くださ

い。

（

他組織のネットワークへの不正侵入以外にも、大量の電子メ

ールを送りつける等、他組織のシステムの運営妨害を行なった

場合は侵入と同様に扱います。また、パスワードの付け忘れ等、

管理上の不備のあるコンピュータであっても、侵入してはいけ

ないことに変わりはありません。

知的財産の尊重

著作物及びソフトウェアの著作権を尊重して下さい。教育用

計算機システムに導入されているソフトウェア フリーソフト

ウェアを除く 及びドキュメントはコピーして持ち出してはい

けません。フリーソフトウェアを外部から持ち込んで利用する

場合は、利用者個人の責任の基に行って下さい。

著作物の無断コピーに教育用計算機システムを使わないで下

さい。著作権法では、私的使用の場合に関する例外事項の規定

があります。教育用計算機システムは利用者の私物でも家庭内

でもないので、教育用計算機システムのコンピュータの利用は

私的使用にはあたらないと考えられます。

電子掲示板等インターネット上の記事は一般の著作物と同じ

です。著作権を侵害しているかどうかの判断は非常に難しいで

すが、例えば、電子掲示板の記事に、出典を明記せずに著作物

歌詞等を含む の一部を引用することや、出典を明記しても著

作物の全部を引用すること等は著作権を侵害していると考えら

れます。

．窃盗行為の禁止

教育用計算機システム利用規程には明文化していませんが、

教育用計算機システムのコンピュータや、その部品あるいは未

使用のプリンタ用紙等を外へ持ち出すことは、窃盗罪となりま

す。

．運用妨害の禁止

コンピュータやプリンタの電源の操作及びリセット操作を行

ってはいけません。例外は機器からの発煙等の緊急時、教育用

計算機システム運用管理者が操作を指示した場合です。

教育用計算機システムの運用を妨害するような行為 他の利

用者のファイル消去、故意のネットワーク妨害等 が発生した場

合は、厳重な処分を行います。経済的な被害を与えない行為で

も、教育用計算機システムの運用妨害となる行為をしてはいけ

ません。電源プラグやコネクタを外す等の物理的な行為の他、

ウィルスの送付等の間接的な行為、 の装置に異物を入れ

る等、故意に故障を引き起こす行為もしてはいけません。

．ファイルの扱い

教育用計算機システムの各利用者は、教育用計算機システム

内の、ある一定量のファイル領域を利用できます。しかし、フ

ァイル領域はあくまでも大阪大学の資産の一部であり、利用者

の私有物となったわけではありません。教育用計算機システム

では、ある利用者のファイルを他の利用者からも読める すなわ

ちコピーできる ように、ファイルの保護モードを各利用者が設

定することもできます。利用者の設定ミスによって、思いがけ

ずファイルを他の利用者に読まれてしまうことも考えられます。

このため、他の利用者に読まれたくないファイルは、教育用計

算機システム上に置かないほうが安全です。

．本システムの運用管理について

教育用計算機システム及び学生用電子メールシステム運用管

理者は、違法行為／不正行為を発見した場合、当該アカウント

の利用停止の措置を行います。不正行為に使われたアカウント

が盗用されたものであった場合、結果として盗用された被害者

の利用を停止することになりますが、盗用の事実を確認後、利

用停止を解除します。

利用者の氏名、入学年、所属学部、ログイン名及び本システ

ムの利用頻度等は、違法行為／不正行為が疑われる場合は秘密

情報として扱いません。

教育用計算機システム運用管理者は、利用者のファイル領域

のプライバシーを尊重しますが、不正なファイルの存在等につ

いては、定期的な自動探査を行い、必要に応じて手動操作によ

る内容の監査等を行うことがあります。また、機器故障の対策

として、利用者の個人ファイル領域を教育用計算機システム運

用管理者がハードディスク等にコピーし、保管することがあり

ます。

教育用計算機システムのコンピュータに暗号化したファイル

を保管することは不正行為ではありませんが、何らかの不正行

為の手段としてファイルの暗号化を行なっていると推定される

場合は、内容の開示を当該利用者に要求することがあります。

また、ファイル領域の使用量や受信した電子メールのサイズに

は制限があります。この制限を越えた利用者は、ファイルや電

子メールを保存できません。

．不正利用等に関する処分

コンピュータの窃盗や破損は、大学施設内の窃盗や破損の場

合と同じように扱います。違法行為／不正行為の継続を防ぐた

め、あるいは発生を防止するための、アカウントの利用停止等

の緊急措置は、それを発見した教育用計算機システム運用管理

者の判断で即座に行います。

．ネットワーク・エチケット

一般にネットワークを快適に利用する際に注意すべきことが

いくつかあります。これらは、主に「ネットワーク・エチケッ

ト ネチケット 」と呼ばれるものです。インターネットの世界

では自己責任、自己防衛が原則です。ここでは、インターネッ

トを利用する際に必要最小限守るべきことを列挙します。

・アカウント・パスワードを厳重に管理する。

・社会ルールを守る。

・誹謗中傷しない。

・著作権を侵害しない。

・プライバシーを侵害しない。

注釈
1（セキュリティポリシー：

）

2（関連規程等の記載場所：

）
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管理者向けサービス

⚫ ビジター用アカウント発行サービス（ビジター認可システ

ム）

本学の来訪者へネットワーク環境を提供するために必要な

アカウントを発行するためのサービスです。アカウント発

行は、権限を持った方が発行可能です。詳しくは大阪大学

総合情報通信システム無線 ビジター 運用要項をご覧

ください。

⚫ 通信監視サービス（ネットワーク侵入検知システム）

を経由する学内外通信を監視し、不正アクセスやウ

イルスによる挙動を検知し、部局等へ通知するサービスで

す。本サービスで取得した情報を解析し、サイバー攻撃や

ウイルス感染の挙動等が確認された場合、情報セキュリテ

ィインシデントとして当該部局に対応依頼を行っていま

す。

なお、情報セキュリティインシデント発生時には、事

故・障害等の対処手順

（

）に従い対処してください。

⚫ ネットワーク侵入防止サービス（ネットワーク侵入防止シ

ステム）

を経由する学内外通信に対して、不正な通信を防止

するためのサービスです。サイバー攻撃や本学に対して不

利益を発生させるような通信について、本システムを用い

てアクセス遮断を行います。

⚫ 学内ネットワーク検疫サービス（不正端末検疫システム）

を経由する学内通信に対して、不正な通信、サポー

ト終了を迎えたアプリケーションや 、脆弱性を持つソフ

トウェア等による通信の監視及び防止するためのサービス

です。本サービスは後述のイントラネットワーク基盤サー

ビスと連携することで最大限の効果を発揮するシステムで

あるため、よりネットワーク環境を堅牢化するためにも、

是非ともイントラネットワーク基盤サービスをご活用くだ

さい。

⚫ イントラネットワーク基盤サービス（イントラネットワー

クシステム）

部局等のネットワーク環境をプライベートネットワーク化

することを希望する管理者向けに、イントラネットワーク

環境を構築及び運用するための基盤を提供するためのサー

ビスです。本サービスを用いることで、前述の学内ネット

ワーク検疫サービスを最大限に利用することが可能とな

り、より堅牢なネットワーク環境を構築することが可能で

す。

イントラネットワーク基盤サービスの利用をご希望の部局

は、所属部局の部局ネットワーク担当者を通じてご相談く

ださい。

⚫ アクセス制御サービス（ファイアウォール）

を経由するの通信に対して、アクセス制御を行うため

のサービスです。 が提供するグローバル アドレス

は、独自でファイアウォールを用意して運用していない限

り、本サービスを用いてアクセス制御されています。アク

セスポートの設定変更等については、所属部局の部局ネッ

トワーク担当者を通じてご相談ください。

⚫ 有線 認証サービス

では有線 環境に認証設定を施し、利用制限を行

うサービスを提供しています。 が整備したネットワー

クスイッチに認証設定を施すことで実現します。有線

認証サービスを利用希望の方は、所属部局の部局ネットワ

ーク担当者を通じてご相談ください。

 ネットワーク利用にあたっての倫理事項・遵守事項

の利用は、教育研究活動又は本学の運用に必要な通信に

限定されます。ネットワーク上の交流もまた社会であることを

意識し、他者を思いやり健全なコミュニケーションを確立する

ことが必要です。 の利用にあたり、少なくとも本項に示す

行為は避け、適切にネットワークを使用してください。

なお、 では安全かつ適正な利用のために、利用者の通信

履歴を記録しています。

 法令又は公序良俗に反する行為

の利用は大阪大学定めた各種ルールに加えて、国内外の

法律も適用されます。特に関連の深い日本の法律として、著作

権法等の知的財産に関する法律や、不正アクセス禁止法が挙げ

られますので、 利用のルールを遵守した上で、憲法・法律

を遵守し行動してください。

 教育研究活動又は本学の運用に必要な通信以外のネットワ

ーク利用

の利用は、教育研究活動又は本学の運用に必要な通信に

限定されます。利用目的から逸脱する行為は、利用を制限し、

又は停止することがあります。

 の円滑な運用を妨げる行為

の運用を妨害する行為は厳禁です。例えば、物的な加害

だけでなく、大量のデータ送受信によるネットワークへ高負荷

をかける行為、他の利用者に迷惑をかけるような過剰な利用、

ウイルス感染したパソコンやスマートフォンをネットワークに

接続することが該当します。また、ウイルス感染等、予期せぬ

事情で の運用の妨げになることもあり、自身が加害者に

ならないためにも、使用するパソコンやスマートフォンを適切

に管理してください。

 の安全性を脅かす行為

パスワードはあなたが正規の利用者であることを確認するた

めに大切なものです。自分のパスワードを友人に教えたり、友

人のパスワードを使ってパソコンを用いたりしてはなりませ
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ん。また、パスワードを解読されないために、英数字、大文字

小文字、記号等をランダムに設定することや、付箋にメモして

パソコンに貼らないこと、手帳や携帯電話機等にメモしないこ

と、パスワードを定期的に変更すること、パスワード管理ソフ

トを用いて厳重に管理することが重要です。

もし自分のアカウントが盗まれた場合、犯罪に巻き込まれ自

分自身が犯人として疑われることがあります。ネットワークを

安全に利用するためにも、パスワードは適切に管理し、 やソ

フトウェアは常に最新版に更新を行い、ウイルス対策ソフトを

導入のうえ定義ファイルは最新の定義を適用するようにしてく

ださい。

情報セキュリティを意識してネットワークを利用することは

マナーです。自身が予期せず加害者とならないためにも、安全

なネットワーク利用を意識して利用してください。

 各種利用申請書

各種申請は、部局ネットワーク担当者等を通じて行う必要が

あ り ま す 。 各 種 申 請 書 は の ペ ー ジ

（ ）に掲載しております。

 関連の規定等及び本ガイドライン違反に対する措置

の運用を妨げる行為や通信を発見した場合、ネットワ

ーク遮断等の緊急措置を行うことがあります。緊急措置が実施

された場合は、安全にネットワーク運用が可能と判断されるま

で解除は行いません。

不適切にネットワークを利用した者には、当該部局の部局ネ

ットワーク担当者からネットワーク利用や情報セキュリティに

関する教育・指導を行うことになります。

 相談窓口

各部局のネットワークに関するご相談は、各部局で定められ

ている部局ネットワーク担当者に一次相談窓口をお願いしてい

ます。ご相談につきましては、各部局の部局ネットワーク担当

者へご相談のほどよろしくお願いいたします

（

）。

部局ネットワーク担当者からの相談については、次の宛先ま

でお願いいたします。

 
部 署：情報推進部情報基盤課研究系システム班（ 担当）

内 線：（吹田）

メール：

）

管理者向けサービス

⚫ ビジター用アカウント発行サービス（ビジター認可システ

ム）

本学の来訪者へネットワーク環境を提供するために必要な

アカウントを発行するためのサービスです。アカウント発

行は、権限を持った方が発行可能です。詳しくは大阪大学

総合情報通信システム無線 ビジター 運用要項をご覧

ください。

⚫ 通信監視サービス（ネットワーク侵入検知システム）

を経由する学内外通信を監視し、不正アクセスやウ

イルスによる挙動を検知し、部局等へ通知するサービスで

す。本サービスで取得した情報を解析し、サイバー攻撃や

ウイルス感染の挙動等が確認された場合、情報セキュリテ

ィインシデントとして当該部局に対応依頼を行っていま

す。

なお、情報セキュリティインシデント発生時には、事

故・障害等の対処手順

（

）に従い対処してください。

⚫ ネットワーク侵入防止サービス（ネットワーク侵入防止シ

ステム）

を経由する学内外通信に対して、不正な通信を防止

するためのサービスです。サイバー攻撃や本学に対して不

利益を発生させるような通信について、本システムを用い

てアクセス遮断を行います。

⚫ 学内ネットワーク検疫サービス（不正端末検疫システム）

を経由する学内通信に対して、不正な通信、サポー

ト終了を迎えたアプリケーションや 、脆弱性を持つソフ

トウェア等による通信の監視及び防止するためのサービス

です。本サービスは後述のイントラネットワーク基盤サー

ビスと連携することで最大限の効果を発揮するシステムで

あるため、よりネットワーク環境を堅牢化するためにも、

是非ともイントラネットワーク基盤サービスをご活用くだ

さい。

⚫ イントラネットワーク基盤サービス（イントラネットワー

クシステム）

部局等のネットワーク環境をプライベートネットワーク化

することを希望する管理者向けに、イントラネットワーク

環境を構築及び運用するための基盤を提供するためのサー

ビスです。本サービスを用いることで、前述の学内ネット

ワーク検疫サービスを最大限に利用することが可能とな

り、より堅牢なネットワーク環境を構築することが可能で

す。

イントラネットワーク基盤サービスの利用をご希望の部局

は、所属部局の部局ネットワーク担当者を通じてご相談く

ださい。

⚫ アクセス制御サービス（ファイアウォール）

を経由するの通信に対して、アクセス制御を行うため

のサービスです。 が提供するグローバル アドレス

は、独自でファイアウォールを用意して運用していない限

り、本サービスを用いてアクセス制御されています。アク

セスポートの設定変更等については、所属部局の部局ネッ

トワーク担当者を通じてご相談ください。

⚫ 有線 認証サービス

では有線 環境に認証設定を施し、利用制限を行

うサービスを提供しています。 が整備したネットワー

クスイッチに認証設定を施すことで実現します。有線

認証サービスを利用希望の方は、所属部局の部局ネットワ

ーク担当者を通じてご相談ください。

 ネットワーク利用にあたっての倫理事項・遵守事項

の利用は、教育研究活動又は本学の運用に必要な通信に

限定されます。ネットワーク上の交流もまた社会であることを

意識し、他者を思いやり健全なコミュニケーションを確立する

ことが必要です。 の利用にあたり、少なくとも本項に示す

行為は避け、適切にネットワークを使用してください。

なお、 では安全かつ適正な利用のために、利用者の通信

履歴を記録しています。

 法令又は公序良俗に反する行為

の利用は大阪大学定めた各種ルールに加えて、国内外の

法律も適用されます。特に関連の深い日本の法律として、著作

権法等の知的財産に関する法律や、不正アクセス禁止法が挙げ

られますので、 利用のルールを遵守した上で、憲法・法律

を遵守し行動してください。

 教育研究活動又は本学の運用に必要な通信以外のネットワ

ーク利用

の利用は、教育研究活動又は本学の運用に必要な通信に

限定されます。利用目的から逸脱する行為は、利用を制限し、

又は停止することがあります。

 の円滑な運用を妨げる行為

の運用を妨害する行為は厳禁です。例えば、物的な加害

だけでなく、大量のデータ送受信によるネットワークへ高負荷

をかける行為、他の利用者に迷惑をかけるような過剰な利用、

ウイルス感染したパソコンやスマートフォンをネットワークに

接続することが該当します。また、ウイルス感染等、予期せぬ

事情で の運用の妨げになることもあり、自身が加害者に

ならないためにも、使用するパソコンやスマートフォンを適切

に管理してください。

 の安全性を脅かす行為

パスワードはあなたが正規の利用者であることを確認するた

めに大切なものです。自分のパスワードを友人に教えたり、友

人のパスワードを使ってパソコンを用いたりしてはなりませ
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